
          

    

当院では、3Dマンモグラフィ装置を導入し、乳腺外科外来にて           

マンモグラフィ検査のご紹介を受け付けております。 

 兵庫医科大学病院より、検診マンモグラフィ読影認定医師2名が派遣され、

当院の常勤放射線専門医師（検診マンモグラフィ読影認定医師）とともに 

ダブルチェックを行い、診断レポートを作成しております 

 検査に関しては、女性の診療放射線技師 2名（検診マンモグラフィ撮影認定

技師）により、撮影を行っております   

マンモグラフィ検診施設画像認定証書 

３Dマンモグラフィ撮影装置 

AMULET Innovality  

FUJI Film社製 

3Dマンモグラフィ（トモシンセシス） 

     

 

  

 

    

 

 

 

 

従来のマンモグラフィ(2D) 

乳房全体を 1枚の画像で撮影 
 

3Dマンモグラフィ（トモシンセシス） 

乳房全体を数十枚の画像で撮影 

CTのように１ｍｍ程度のスライス画像で 

確認ができるため、更に病変が見やすく 

なります。 

1方向あたりの撮影時間： 約 5～10秒 

 


